
事業の計画・内容
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31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

Ａ

総合評価

これまでにもスクールバスの導入が検討されてきましたが、実現に至っていません。校区の再編が実施され
るまでは、通学費の補助を継続する必要があります。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

通学に乗合バスを利用する生徒に対す
る通学費補助実施率

％
100

目標

中学校において、通学距離が５ｋｍ以上あるにもかかわらず、ス
クールバスが導入されていない地区においては、保護者の負担等
を考慮して通学費の補助が必要です。そのため、その実現率を指
標としました。
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H19（予算）H17 H18（予算）
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事業の目的の成果を測る指標

576

2,628
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１．通学のための乗合バス使用料の補助

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

桃青中学校（諏訪地区）の生徒及びその保護者

事業名

基本施策

1001

伊賀市　事務事業評価シート

通学の安全が保障され、通学費を補助することで保護者の負担が軽減さ
れます。

成果（どうなるのか）

遠距離バス使用事業

担当部課名 学校管理経費　教育部　学校教育課

720 720

0.08 0.1 0.1

根拠法令・要綱等平成

2,700 2,700

3,420 3,420

3,420

2,700 2,700
委託料
使用料及び賃借料

その他
2,628

2,052

桃青中学校に通学している諏訪地区については、スクールバスを導入していません。そのため、通学は、市内を運行している乗合バスを活用してい
ます。通学定期を購入していますが、高額になるため、保護者の方々の負担軽減になります。今後は、校区の再編により、諏訪地区については、ス
クールバスの導入を検討しています。

実績値 目標値

100

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


